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着
々
と
進
む
！ 

 

小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業 

 

こ
の
事
業
は
、
「
被
災
家
屋
の
除
去
」
「
市
営
住
宅
の
建
設
」

「
自
転
車
歩
行
者
通
路
の
整
備
」
の
三
つ
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

被
災
家
屋
の
除
去
は
、
２
月
現
在
で
４
３
棟
の
除
却
が

終
了
し
て
い
ま
す
。
残
る
家
屋
３
棟
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
６

年
１
０
月
ま
で
に
除
却
す
る
予
定
で
す
。 

市
営
住
宅
の
建
設
は
、
昨
年
１
０
月
に
工
事
を
発
注
し

ま
し
た
。
工
事
概
要
は
、
面
積
２
７
８
３
㎡
、
建
設
戸
数
１
１

戸
、
地
下
貯
留
槽
２
か
所
、
道
路
拡
幅
・
延
長
１
９
０
ｍ
で
す
。 

し
か
し
、
着
工
直
後
の
浸
水
被
害
や
、
建
物
の
液
状
化
対
策

工
事
の
工
法
調
整
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
本
格
的
な
作
業
開

始
が
１
２
月
下
旬
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
工
事
は
、
当
初
予
定
の
３
月
完
了
が
難
し
く
な

り
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
竣
工
を
目
指
し
て
、
現
在
、
順
調

に
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

な
お
、
去
る
１
月
２
５
日
に
は
、
市
営
住
宅
の
液
状
化
対
策

現
場
見
学
会
を
行
い
、
２
２
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

現
場
見
学
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

自
転
車
歩
行
者
通
路
は
、
当
地
区
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る

利
根
川
に
安
全
に
往
来
で
き
る
通
路
と
し
て
、
利
根
川
堤
防
の

最
上
部
に
整
備
さ
れ
て
い
る
県
道
我
孫
子
佐
原
自
転
車
道
ま
で

整
備
す
る
も
の
で
す
。 

 

工
事
概
要
は
、
都
交
差
点
か
ら
堤
防
ま
で
歩
道
幅
４
ｍ
・
延

長
４
０
ｍ
、
堤
防
の
下
か
ら
主
要
地
方
道
千
葉
竜
ヶ
崎
線
ま
で

階
段
幅
３
ｍ
・
延
長
４
０
ｍ
を
そ
れ
ぞ
れ
新
設
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
工
事
に
よ
り
堤
防
下
の
市
道
が
一
部
無
く
な
る

こ
と
か
ら
、
付
替
道
路
の
新
設
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。 

 

工
事
は
、
９
月
に
着
工
し
来
年
３
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。 

 

 
 

 布
佐
東
部
地
区 

 

 
  
 
 

実
証
実
験
始
ま
る
！ 

 
 

液
状
化
対
策
工
法
の
「
地
下
水
位
低
下
工
法
」 

  

現
在
、
対
策
室
で
は
、
民
地
と
宅
地
の
一
体
的
な
液
状
化
対

策
に
向
け
、
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
、
他
の
被
災
自
治
体
で
多
く
採

用
さ
れ
て
い
る
「
地
下
水
位
低
下
工
法
」
は
、
地
下
水
位
を

下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
３
０
㎝
程
度
の
地
盤
沈
下
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
採
用
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
他
市
で
行
っ
た
実
証
実
験
の
結
果
で
は
、
沈
下

量
は
予
測
よ
り
少
な
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
当
地
区

で
の
採
用
の
可
能
性
を
判
断
す
る
た
め
、
実
証
実
験
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

実
証
実
験
は
、
２
月
中
旬
か
ら
、
都
２
０
番
地
先
で
、
周

辺
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
鉄
板
で
地
中
に
壁
を
作
っ
た
う

え
で
地
下
水
を
汲
み
上
げ
、
地
下
水
位
の
変
化
、
沈
下
量
の

測
定
を
行
い
ま
す
。 

 

 

被
害
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の 

基
礎
支
援
金
の
申
請
が
締
め
切
ら
れ
ま
す
。 

 

生
活
再
建
支
援
制
度
の
基
礎
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
申
請

期
間
が
平
成
２
６
年
４
月
１
０
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
支
援
金
は
、
住
宅
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
た
場
合
や
、
半
壊
も
し
く
は
地
盤
被
害
に
よ
り
一
部
損
壊

の
被
害
を
受
け
た
住
宅
を
解
体
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。 な

お
、
加
算
支
援
金
の
申
請
期
限
は
、
平
成
２
７
年
４
月

１
０
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
基
礎
支
援
金
を
既
に
受
け

て
、
加
算
支
援
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

発
行
・
問
合
せ
先 

 
 

我
孫
子
市
役
所
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室 

（
住
所
）
我
孫
子
市
都
十
‐
一
（
国
道
３
５
６
号
都
交
差
点
脇
） 

（
電
話
）
０
４
‐
７
１
８
５
‐
２
４
６
２ 

  

「
台
風
２
６
号
水
害
被
災
者
住
宅
復
旧
支
援
補

助
金
制
度
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 平
成
２
５
年
１
０
月
の
台
風
２
６
号
の
大
雨
に
よ
り
、
住
宅

被
害
を
受
け
た
我
孫
子
市
民
の
方
で
、
復
旧
の
た
め
に
修
繕
等

を
行
っ
た
場
合
、
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
す
る
「
台
風
２

６
号
に
よ
る
水
害
被
災
者
住
宅
復
旧
支
援
補
助
金
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。 

 

こ
の
制
度
は
、
被
害
の
形
態
に
よ
り
、
床
上
浸
水
の
場
合
は

補
助
限
度
額
が
３
０
万
円
、
床
下
浸
水
の
場
合
は
２
０
万
円
、

一
時
的
に
民
間
賃
貸
住
宅
を
貸
借
し
た
場
合
は
補
助
限
度
額
が

月
当
た
り
３
万
円
の
３
か
月
限
度
の
補
助
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら

れ
ま
す
。
但
し
、
補
助
率
は
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
台
風
２
６
号
の
被
害
を
受
け
た
後
に
行
う
、
住
宅
復

旧
支
援
補
助
金
制
度
の
対
象
と
な
る
修
繕
以
外
の
部
分
で
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
補
助
す
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
平
成
２
６
年

３
月
２
０
日
ま
で
に
工
事
が
完
了
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。 

 

い
ず
れ
も
、
補
助
金
の
申
請
等
の
手
続
き
は
、
平
成
２
６
年

３
月
２
０
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

受
付
は
、
建
築
住
宅
課
ま
た
は
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室

で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

【
担
当
】
都
市
部
建
築
住
宅
課 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
ま
し
た
「
復
興
通
信
」
の
発
行
を
再

開
し
ま
し
た
。 

今
後
も
、
復
興
通
信
を
活
用
し
て
、
復
興
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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